
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

【

公

告

】

○

国

土

調

査

の

成

果

の

認

証

中

山

間

・

地

域

振

興

担

当

課

（

室

）

課

目

次

○

土

地

改

良

区

の

定

款

変

更

の

認

可

耕

地

課

○

道

路

の

位

置

の

指

定

建

築

指

導

課

【

規

則

】

○

知

事

の

権

限

に

属

す

る

事

務

の

処

理

の

特

例

に

建

築

指

導

課

○

〃

〃

関

す

る

条

例

に

基

づ

き

市

町

村

が

処

理

す

る

事

務

○

開

発

許

可

を

受

け

た

開

発

行

為

に

関

す

る

工

事

〃

の

範

囲

を

定

め

る

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

の

完

了

（

県

例

規

集

登

載

）

○

〃

〃

○

一

般

競

争

入

札

の

実

施

警

察

本

部

会

計

課

【

告

示

】

【

人

事

委

員

会

】

○

化

学

的

酸

素

要

求

量

、

窒

素

含

有

量

及

び

り

ん

環

境

管

理

課

含

有

量

に

係

る

汚

濁

負

荷

量

規

制

基

準

の

一

部

改

○

公

益

的

法

人

等

へ

の

職

員

の

派

遣

等

に

関

す

る

人

事

委

員

会

正

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

○

物

品

の

売

買

、

修

理

等

の

契

約

に

係

る

一

般

競

用

度

課

（

県

例

規

集

登

載

）

【

公

立

大

学

法

人

岡

山

県

立

大

学

】

争

入

札

（

条

件

付

）

参

加

資

格

者

の

資

格

審

査

要

領

の

一

部

改

正

○

一

般

競

争

入

札

の

実

施

公

立

大

学

法

人

岡

山

（

以

上

県

例

規

集

登

載

）

県

立

大

学

○

令

和

四

年

度

自

衛

官

第

三

次

募

集

（

自

衛

官

候

危

機

管

理

課

補

生

）

○

廃

棄

物

の

処

理

及

び

清

掃

に

関

す

る

法

律

に

基

循

環

型

社

会

推

進

課

づ

く

指

定

区

域

の

指

定

○

精

神

通

院

医

療

を

担

当

す

る

医

療

機

関

の

指

定

健

康

推

進

課

の

辞

退

○

漁

船

保

険

付

保

義

務

の

同

意

を

求

め

る

た

め

の

水

産

課

届

出

及

び

指

定

漁

船

調

書

の

縦

覧

岡

山

県

公

報

令和４年６月１７日 第１２４０５号



◎
岡
山
県
規
則
第
三
十
七
号

知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
市
町
村
が
処
理
す
る
事
務
の

範
囲
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
四
年
六
月
十
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
市
町
村
が
処
理
す
る
事

務
の
範
囲
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
市
町
村
が
処
理
す
る
事
務
の

範
囲
を
定
め
る
規
則
（
平
成
十
二
年
岡
山
県
規
則
第
五
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
二
の
三
十
二
の
項
中

を

と
し
、

か
ら

ま
で
を
二
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
項

中
「
第

(88)

(90)

(76)

(87)

(75)

八
十
七
条
の
三
第
六
項
」
を
「
第
八
十
七
条
の
三
第
七
項
」
に
改
め
、
同

を
同
項

と
し
、
同
項

(75)

(77)

(74)

中
「
第
八
十
七
条
の
三
第
五
項
」
を
「
第
八
十
七
条
の
三
第
六
項
」
に
改
め
、
同

を
同
項

と
し
、

(74)

(76)

同

の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

(76)

法
第
八
十
七
条
の
三
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
建
築
物

(75)
の
用
途
を
変
更
し
て
災
害
救
助
用
建
築
物
又
は
公
益
的

建
築
物
と
し
て
引
き
続
き
使
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の

許
可
の
期
間
の
延
長
の
申
請
の
受
理
及
び
当
該
許
可
通

知
書
の
交
付

別
表
第
二
の
三
十
二
の
項
中

を

と
し
、

か
ら

ま
で
を
一
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
項

中
「
第

(73)

(74)

(58)

(72)

(57)

八
十
五
条
第
六
項
」
を
「
第
八
十
五
条
第
七
項
」
に
改
め
、
同

を
同
項

と
し
、
同
項

中
「
第
八

(57)

(58)

(56)

十
五
条
第
五
項
」
を
「
第
八
十
五
条
第
六
項
」
に
改
め
、
同

を
同
項

と
し
、
同
項

の
次
に
次
の

(56)

(57)

(55)

よ
う
に
加
え
る
。

法
第
八
十
五
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
応
急
仮
設
建

(56)
築
物
の
存
続
の
許
可
の
期
間
の
延
長
の
申
請
の
受
理
及

び
当
該
許
可
通
知
書
の
交
付

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和４年６月１７日　岡山県公報　第１２４０５号



◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
九
十
三
号

平
成
二
十
一
年
岡
山
県
告
示
第
二
百
二
十
七
号
（
化
学
的
酸
素
要
求
量
、
窒
素
含
有
量
及
び
り
ん
含

有
量
に
係
る
汚
濁
負
荷
量
規
制
基
準
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
四
年
六
月
十
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

別
表
２
及
び
別
表
３
中
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

み
な
し
指
定
地
域
特
定
施
設

指
定
地
域
特
定
施
設

別
表
４
の
１
流
通
団
地
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
項
、
芳
賀
佐
山
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
項
及
び
倉
敷
下
水
処
理

場
の
項
を
削
り
、
同
表
の
２
一
宮
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
項
を
削
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和４年６月１７日　岡山県公報　第１２４０５号



◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
九
十
四
号

物
品
の
売
買
、
修
理
等
の
契
約
に
係
る
一
般
競
争
入
札
（
条
件
付
）
参
加
資
格
者
の
資
格
審
査
要
領

（
平
成
十
九
年
岡
山
県
告
示
第
三
百
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
四
年
六
月
十
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

第
四
条
第
一
項
中
第
七
号
を
削
り
、
第
八
号
を
第
七
号
と
し
、
第
九
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
を
一
号

ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和４年６月１７日　岡山県公報　第１２４０５号



◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
九
十
五
号 

 

防
衛
省
に
お
い
て
採
用
す
る
自
衛
官
の
う
ち
自
衛
官
候
補
生
の
令
和
四
年
度
募
集
の
要
領
は
、
次
の

と
お
り
で
あ
る
。 

 
 

令
和
四
年
六
月
十
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

採
用
自
衛
官
の
区
分 

自
衛
官
候
補
生 

二 

応
募
資
格 

採
用
予
定
月
の
一
日
現
在
で
十
八
歳
以
上
三
十
三
歳
未
満
の
者
（
三
十
二
歳
の
者
に
あ
っ
て
は
、

採
用
予
定
月
の
末
日
現
在
で
三
十
三
歳
に
達
し
て
い
な
い
者
に
限
る
。
）
で
あ
っ
て
、
次
の
い
ず
れ

に
も
該
当
し
な
い
も
の
と
す
る
。 

１ 

日
本
国
籍
を
有
し
な
い
者 

２ 

自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
第
三
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
欠
格
条

項
に
該
当
す
る
者 

３ 

民
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
四
十
九
号
）
に
よ
る
改
正
前
の
民
法

（
明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号
）
の
規
定
に
よ
る
準
禁
治
産
の
宣
告
を
受
け
て
い
る
者
の
う

ち
心
神
耗
弱
を
原
因
と
す
る
も
の
以
外
の
者 

三 

受
付
期
間 

令
和
四
年
六
月
二
十
三
日
か
ら
同
年
七
月
十
五
日
ま
で 

四 

採
用
試
験
種
目 

筆
記
試
験
、
口
述
試
験
、
適
性
検
査
及
び
身
体
検
査 

な
お
、
筆
記
試
験
及
び
適
性
検
査
は
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
試
験
に
よ
り
実
施
す
る
。 

五 

志
願
票
の
請
求
先
及
び
提
出
先 

市
役
所
若
し
く
は
町
村
役
場
又
は
自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部
、
同
本
部
出
張
所
、
同
本
部
地
域

事
務
所
若
し
く
は
同
本
部
募
集
案
内
所 

六 

採
用
試
験
期
日 

１ 

筆
記
試
験
及
び
適
性
検
査
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
試
験
） 

令
和
四
年
七
月
二
十
日
及
び
同
月
二
十
一
日
の
う
ち
指
定
す
る
日 

２ 

口
述
試
験
及
び
身
体
検
査 

令
和
四
年
七
月
二
十
三
日
及
び
同
月
二
十
四
日
の
う
ち
指
定
す
る
日 

七 

試
験
場 

１ 

陸
上
自
衛
隊
三
軒
屋
駐
屯
地
（
岡
山
市
北
区
宿
） 

２ 

岡
山
商
工
会
議
所
（
岡
山
市
北
区
厚
生
町
） 

３ 

お
か
や
ま
西
川
原
プ
ラ
ザ
（
岡
山
市
中
区
西
川
原
） 

４ 

右
記
の
ほ
か
に
設
定
す
る
場
合
が
あ
る
。 

八 

採
用
予
定
時
期 

１ 

令
和
五
年
三
月
下
旬
か
ら
同
年
四
月
上
旬
ま
で
の
間 

２ 

右
記
の
ほ
か
に
設
定
す
る
場
合
が
あ
る
。 

九 

そ
の
他 

１ 

現
に
高
等
学
校
又
は
中
等
教
育
学
校
に
在
学
し
て
い
る
者
は
、
受
験
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

２ 

そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
、
五
の
志
願
票
の
請
求
先
及
び
提
出
先
に
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
。 

自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〇
八
六
―
二
二
六
―
〇
三
六
一 

自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部
津
山
出
張
所 

 
 

 
 

 

〇
八
六
八
―
二
二
―
五
六
三
七 

自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部
倉
敷
地
域
事
務
所 

 
 

 

〇
八
六
―
四
二
二
―
七
三
五
八 

自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部
高
梁
地
域
事
務
所 

 
 

 

〇
八
六
六
―
二
二
―
二
三
一
四 

自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部
岡
山
募
集
案
内
所 

 
 

 

〇
八
六
―
二
二
四
―
二
八
二
四 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
m
o
d
.
g
o
.
j
p
.
/
p
c
o
/
o
k
a
y
a
m
a
/
 

令和４年６月１７日　岡山県公報　第１２４０５号



◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
九
十
六
号 

 

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）
第
十
五
条
の
十

七
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
項
の
指
定
区
域
と
し
て
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。 

 
な
お
、
指
定
区
域
の
台
帳
は
、
岡
山
県
環
境
文
化
部
循
環
型
社
会
推
進
課
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に

供
す
る
。 

 
 

令
和
四
年
六
月
十
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
三
百
号
）
第
十
三
条

の
二
第
一
号
に
規
定
す
る
埋
立
地
の
区
域 

一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
に
係
る
埋
立
地 

苫
田
郡
鏡
野
町
井
坂
字
下
木
原
五
二
三
番
五
の
一
部
、
五
二
四
番
四
の
一
部
、
同
字
一
二
三
樋
五

二
五
番
二
四
の
一
部
、
五
二
五
番
二
六
の
一
部
、
同
字
足
谷
五
二
七
番
二
の
一
部
、
五
二
七
番
一
一

の
一
部 

二 

備
考 

 

１ 

指
定
区
域
の
位
置
の
詳
細
は
省
略
し
、
指
定
区
域
の
台
帳
の
縦
覧
を
も
っ
て
こ
れ
に
代
え
る
。 

 

２ 

一
の
区
域
に
つ
い
て
は
、
令
和
四
年
三
月
二
十
五
日
に
お
け
る
行
政
区
域
そ
の
他
の
区
域
に
よ

っ
て
表
示
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。 

令和４年６月１７日　岡山県公報　第１２４０５号



◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
九
十
七
号 

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
受
け
た
次
の
精
神
通
院
医
療
を
担
当
す
る
医
療
機
関

に
つ
い
て
、
同
法
第
六
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
指
定
を
辞
退
す
る
旨
の
届
出
を
受
理
し
た
。 

令
和
四
年
六
月
十
七
日 

岡 

山 

県 

知 

事 
 

 

伊 

原 

木 
 

 

隆 
 

 

太 

 

指
定
を
辞
退
し
た
医
療
機
関 

 
 

名 
 

 

称 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

所 

在 

地 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
  
 
 
 
 

 
 

 
 

辞
退
年
月
日 

あ
す
な
ろ
薬
局 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

笠
岡
市
吉
田
三
五
―
三 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

令
和
四
年
六
月
十
五
日 
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◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
九
十
八
号 

 

漁
船
損
害
等
補
償
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
七
年
政
令
第
六
十
八
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

漁
船
損
害
等
補
償
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
十
八
号
）
第
百
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
同
意

を
求
め
る
た
め
の
事
前
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
当
該
届
出
に
係
る
指
定
漁
船
調
書
を
次
の
と
お
り
縦
覧

に
供
す
る
。 

 
 

令
和
四
年
六
月
十
七
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

発
起
人
の
住
所
及
び
氏
名 

岡
山
県
瀬
戸
内
市
牛
窓
町
鹿
忍
七
二
七
一 

 

柴
田 

英
典 

岡
山
県
瀬
戸
内
市
牛
窓
町
牛
窓
二
九
八
二 

 

林 
 

照
夫 

二 

加
入
区 

 
 

牛
窓 

三 

漁
船
損
害
等
補
償
法
第
百
十
三
条
第
一
項
の
申
出
を
す
る
漁
業
協
同
組
合
の
名
称 

 
 

牛
窓
町
漁
業
協
同
組
合 

四 

縦
覧
期
間 

 
 

令
和
四
年
六
月
十
七
日
か
ら
同
年
七
月
一
日
ま
で 

五 

縦
覧
場
所 

 
 

岡
山
県
農
林
水
産
部
水
産
課 
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〔
二
九
二
〕
国
土
調
査
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
と
お
り
国
土
調
査
の
成
果
を
認
証
し
た
。

令
和
四
年
六
月
十
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

調
査
を
行
っ
た
期
間

成
果
の
名
称

認

証

年

月

日

調
査
を
行
っ

調
査
を
行
っ

た
者
の
名
称

た

地

域

新

見

市

令
和
二
年
七
月

新
見
市
の
地

高
尾
の
一
部

令
和
四
年
六
月
九
日

～

籍
図
及
び
地

令
和
三
年
十
二
月

籍
簿

真

庭

市

令
和
二
年
四
月

真
庭
市
の
地

延
風
の
一
部

令
和
四
年
六
月
九
日

～

籍
図
及
び
地

令
和
四
年
二
月

籍
簿

真

庭

市

令
和
二
年
四
月

真
庭
市
の
地

勝
山
の
一
部

令
和
四
年
六
月
九
日

～

籍
図
及
び
地

令
和
四
年
二
月

籍
簿

真

庭

市

令
和
二
年
四
月

真
庭
市
の
地

小
童
谷
の
一

令
和
四
年
六
月
九
日

～

籍
図
及
び
地

部

令
和
四
年
三
月

籍
簿

真

庭

市

令
和
二
年
四
月

真
庭
市
の
地

蒜
山
下
和
の

令
和
四
年
六
月
九
日

～

籍
図
及
び
地

一
部

令
和
四
年
三
月

籍
簿

岡

山

市

令
和
元
年
六
月

岡
山
市
の
地

北
区
御
津
中

令
和
四
年
六
月
九
日

～

籍
図
及
び
地

山
の
一
部

令
和
三
年
五
月

籍
簿

岡

山

市

令
和
元
年
六
月

岡
山
市
の
地

北
区
建
部
町

令
和
四
年
六
月
九
日

～

籍
図
及
び
地

中
田
の
一
部

令
和
三
年
三
月

籍
簿

②

岡

山

市

令
和
元
年
六
月

岡
山
市
の
地

北
区
足
守
・

令
和
四
年
六
月
九
日

～

籍
図
及
び
地

大
井
の
一
部

令
和
三
年
四
月

籍
簿

①

令和４年６月１７日　岡山県公報　第１２４０５号



〔
二
九
三
〕
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、

土
地
改
良
区
の
定
款
の
変
更
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。 

 
 

令
和
四
年
六
月
十
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

土
地
改
良
区
の
名
称                                                         

 

    

小
原
土
地
改
良
区                                                      

 

二  

認
可
年
月
日                                                         

 

    

令
和
四
年
六
月
十
三
日 
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〔
二
九
四
〕
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
五
号
の
規
定

に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道
路
の
位
置
を
指
定
し
た
。 

そ
の
関
係
図
面
に
つ
い
て
は
、
岡
山
県
美
作
県
民
局
建
設
部
管
理
課
に
お
い
て
、
一
般
の
縦
覧
に
供

す
る
。 

 
 

令
和
四
年
六
月
十
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 

  

岡
山
県
指
令
美
作
局

建
第
六
〇
〇
五
号 

令
和
四
年
六
月
六
日 

番

号 

指

定

年

月

日 

真
庭
市
久
世
字
田
中
前
二
〇
八
〇
番

二
、
二
〇
八
〇
番
三
一 

道

路

の

位

置 

六
・
〇
〇  

道
路
の
幅
員 

(

メ
ー
ト
ル) 

六
四
・
九
五 

 

道
路
の
延
長 

(

メ
ー
ト
ル) 
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〔
二
九
五
〕
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
五
号
の
規
定

に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道
路
の
位
置
を
指
定
し
た
。 

そ
の
関
係
図
面
に
つ
い
て
は
、
岡
山
県
美
作
県
民
局
建
設
部
管
理
課
に
お
い
て
、
一
般
の
縦
覧
に
供

す
る
。 

 
 

令
和
四
年
六
月
十
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 

  

岡
山
県
指
令
美
作
局

建
第
六
〇
〇
六
号 

令
和
四
年
六
月
十
日 

番

号 

指

定

年

月

日 

真
庭
市
下
方
字
縄
手
添
五
〇
七
番
一
〇

の
一
部
、
五
〇
七
番
一
〇
地
先
水 

道

路

の

位

置 

六
・
〇
六～ 

六
・
七
一 

道
路
の
幅
員 

(

メ
ー
ト
ル) 

五
四
・
〇
六 

道
路
の
延
長 

(

メ
ー
ト
ル) 
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〔
二
九
六
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。 

 
 

令
和
四
年
六
月
十
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

総
社
市
井
手
字
袋
ノ
東
二
一
〇
―
一
六 

二 

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

総
社
市
井
手
一
一
二
六
―
一
ユ
ニ
ベ
ー
ル
二
〇
三 

髙
杉 

真
悟 

髙
杉 

真
以 

三 

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号 

 
 

令
和
四
年
三
月
二
十
八
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
四
五
九
号 

令和４年６月１７日　岡山県公報　第１２４０５号



〔
二
九
七
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。 

 
 

令
和
四
年
六
月
十
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

総
社
市
宿
字
大
溝
原
一
三
四
六
―
一
一
、
一
三
四
六
―
一
二 

二 

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

総
社
市
西
郡
九
三
六
―
一
セ
レ
ー
ノ
Ａ
二
〇
三
号 

佐
々
木
拓
海 

佐
々
木
真
理 

三 

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号 

 
 

令
和
四
年
四
月
二
十
六
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
三
四
号 

令和４年６月１７日　岡山県公報　第１２４０５号



二
九
八

政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て

次
の
と
お
り
一
般
競
争
入

〔
〕

、

。

札
を
実
施
す
る

令
和
四
年
六
月
十
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

１
調
達
内
容

(
1
)
調
達
件
名

岡
山
県
警
察
高
度
警
察
情
報
通
信
基
盤
シ
ス
テ
ム
開
発
業
務
委
託

(
2
)
調
達
業
務
の
特
質
等

入
札
説
明
書
及
び
岡
山
県
警
察
高
度
警
察
情
報
通
信
基
盤
シ
ス
テ
ム
開
発
業
務
委
託
仕
様
書

（
以
下
「
入
札
説
明
書
等
」
と
い
う
）
に
よ
る
。

。

(
3
)
契
約
期
間

契
約
締
結
の
日
か
ら
令
和
５
年
３
月
3
1
日
ま
で

(
4
)
履
行
場
所

入
札
説
明
書
に
よ
る
。

(
5
)
入
札
方
法

落
札
決
定
に
当
た
っ
て
は
、
入
札
書
に
記
載
さ
れ
た
金
額
に
当
該
金
額
の
1
0
0
分
の
1
0
に
相
当

す
る
額
を
加
算
し
た
金
額
（
当
該
金
額
に
１
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
金
額
を

切
り
捨
て
る
も
の
と
す
る
）
を
も
っ
て
落
札
価
格
と
す
る
の
で
、
入
札
者
は
、
消
費
税
及
び
地

。

方
消
費
税
に
係
る
課
税
事
業
者
で
あ
る
か
免
税
事
業
者
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、
見
積
も
っ
た
契
約

金
額
の
1
1
0
分
の
1
0
0
に
相
当
す
る
金
額
を
入
札
書
に
記
載
す
る
こ
と
。

２
競
争
入
札
参
加
資
格

次
の
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
者
と
す
る
。

(
1
)
令
和
４
年
度
に
県
が
発
注
す
る
情
報
通
信
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
調
達
契
約
で
あ
っ
て
地
方
公
共

（
）

団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
平
成
７
年
政
令
第
3
7
2
号

の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
契
約
に
係
る
競
争
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
（
令
和
４
年
岡
山

県
告
示
第
3
0
号
（
情
報
通
信
サ
ー
ビ
ス
の
調
達
契
約
に
係
る
競
争
入
札
の
参
加
資
格
、
資
格
審
査

の
申
請
手
続
等
。
以
下
「
資
格
告
示
」
と
い
う
）
に
定
め
る
資
格
を
い
う
）
を
得
て
い
る
者

。
。

で
あ
る
こ
と
。

(
2
)
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
2
2
年
政
令
第
1
6
号
）
第
1
6
7
条
の
４
第
２
項
の
規
定
に
該
当
し
な

い
者
で
あ
る
こ
と
。

(
3
)
こ
の
公
告
の
日
か
ら
落
札
者
が
決
定
す
る
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
岡
山
県
役
務
の
提
供
の
契

約
に
係
る
入
札
参
加
資
格
審
査
要
領
（
平
成
1
9
年
岡
山
県
告
示
第
3
3
2
号
）
の
規
定
に
よ
る
入
札

参
加
の
停
止
の
措
置
を
受
け
て
い
る
者
で
な
い
こ
と
。

(
4
)
こ
の
公
告
の
日
か
ら
落
札
者
が
決
定
す
る
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
岡
山
県
か
ら
岡
山
県
役
務

の
提
供
の
契
約
に
係
る
入
札
参
加
除
外
等
要
領
に
基
づ
く
入
札
参
加
除
外
の
措
置
を
受
け
て
い
る

者
で
な
い
こ
と
。

(
5
)
民
事
再
生
法
（
平
成
1
1
年
法
律
第
2
2
5
号
）
に
基
づ
く
再
生
手
続
開
始
の
申
立
て
が
な
さ
れ
て

い
る
者
又
は
会
社
更
生
法
（
平
成
1
4
年
法
律
第
1
5
4
号
）
に
基
づ
く
更
生
手
続
開
始
の
申
立
て
が

な
さ
れ
て
い
る
者
（
再
生
手
続
開
始
の
決
定
又
は
更
生
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
て
い
る
者
を
除

く
）
で
な
い
こ
と
。

。

３
競
争
入
札
参
加
資
格
の
申
請
手
続

こ
の
一
般
競
争
入
札
へ
の
参
加
を
希
望
す
る
者
で
、
２
(
1
)
の
資
格
を
得
て
い
な
い
も
の
は
、
資

格
告
示
に
基
づ
き
申
請
手
続
を
行
う
こ
と
。

(
1
)
申
請
書
の
入
手
先
、
提
出
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

〒
7
0
0
－
8
5
7
0
岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
４
番
６
号
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岡
山
県
総
務
部
デ
ジ
タ
ル
推
進
課
（
岡
山
県
庁
８
階
）

電
話
（
0
8
6
）
2
2
6
－
7
2
6
4
（
直
通
）

(
2
)
申
請
書
の
提
出
期
限

令
和
４
年
７
月
４
日
（
月
）

午
後
４
時

４
入
札
書
の
提
出
場
所
等

(
1
)
入
札
書
の
提
出
場
所
、
契
約
条
項
を
示
す
場
所
、
入
札
説
明
書
等
の
交
付
場
所
及
び
問
い
合
わ

せ
先〒
7
0
0
－
8
5
1
2
岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
４
番
６
号

岡
山
県
警
察
本
部
警
務
部
会
計
課
契
約
担
当

電
話
（
0
8
6
）
2
3
4
－
0
1
1
0
内
線
2
2
4
2

(
2
)
入
札
説
明
書
等
の
交
付
期
間
及
び
交
付
方
法

ア
交
付
期
間

令
和
４
年
６
月
1
7
日
（
金
）
か
ら
令
和
４
年
７
月
1
5
日
（
金
）
ま
で
（
岡
山
県
の
休
日
を
定

め
る
条
例
（
平
成
元
年
岡
山
県
条
例
第
２
号
）
第
１
条
第
１
項
に
規
定
す
る
県
の
休
日
を
除

く
）
。

イ
交
付
方
法

(
1
)
の
場
所
に
て
交
付
す
る
。

ま
た
、
郵
送
に
よ
る
交
付
を
希
望
す
る
場
合
は
、
交
付
に
必
要
な
期
間
を
十
分
に
考
慮
し
、

返
信
用
封
筒
及
び
返
信
に
必
要
な
切
手
等
を
同
封
し
、
(
1
)
の
場
所
に
請
求
す
る
こ
と
。

な
お
、
交
付
す
る
入
札
説
明
書
等
は
、
縦
2
9
7
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、
横
2
1
0
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、
重

さ
2
5
0
グ
ラ
ム
で
あ
る
の
で
、
注
意
す
る
こ
と
。

(
3
)
入
札
書
の
受
領
期
限

令
和
４
年
７
月
2
7
日
（
水
）

午
後
４
時

(
4
)
開
札
の
日
時
及
び
場
所

令
和
４
年
７
月
2
8
日
（
木
）

午
前
1
1
時
2
0
分

岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
４
番
６
号

岡
山
県
警
察
本
部
庁
舎
２
階
入
札
室

５
そ
の
他

(
1
)
入
札
及
び
契
約
手
続
に
お
い
て
使
用
す
る
言
語
及
び
通
貨

日
本
語
及
び
日
本
国
通
貨

(
2
)
入
札
保
証
金

（
）

。
岡
山
県
財
務
規
則
昭
和
6
1
年
岡
山
県
規
則
第
８
号
第
1
3
1
条
及
び
第
1
3
3
条
の
規
定
に
よ
る

(
3
)
契
約
保
証
金

岡
山
県
財
務
規
則
第
1
5
3
条
及
び
第
1
5
5
条
の
規
定
に
よ
る
。

(
4
)
入
札
者
に
要
求
さ
れ
る
事
項

こ
の
一
般
競
争
入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
者
は
、
入
札
書
を
受
領
期
限
ま
で
に
提
出
す
る
と
と

も
に
、
入
札
説
明
書
に
示
す
書
類
を
作
成
し
、
令
和
４
年
７
月
1
5
日
（
金
）
午
後
４
時
ま
で
に
、

入
札
説
明
書
で
示
す
場
所
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
入
札
参
加
希
望
者
は
、
契
約
担
当
者
か
ら
提
出
し
た
書
類
等
に
関
し
説
明
を
求
め
ら
れ

た
場
合
に
は
、
そ
れ
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
5
)
入
札
の
無
効

こ
の
公
告
に
示
し
た
競
争
入
札
参
加
資
格
の
な
い
者
の
し
た
入
札
、
入
札
者
に
求
め
ら
れ
る
義

務
を
履
行
し
な
か
っ
た
者
の
し
た
入
札
そ
の
他
岡
山
県
財
務
規
則
第
1
4
0
条
各
号
に
掲
げ
る
入
札

に
係
る
入
札
書
は
、
無
効
と
す
る
。

(
6
)
契
約
書
作
成
の
要
否
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要

(
7
)
落
札
者
の
決
定
方
法

岡
山
県
財
務
規
則
第
1
3
7
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
決
定
さ
れ
た
予
定
価
格
の
制
限
の
範
囲
内

で
最
低
の
価
格
を
も
っ
て
有
効
な
入
札
を
行
っ
た
者
を
落
札
者
と
す
る
。

(
8
)
そ
の
他

詳
細
は
、
入
札
説
明
書
に
よ
る
。

６
S
u
m
m
a
r
y

(
1
)
N
a
m
e
a
n
d
q
u
a
n
t
i
t
y
o
f
t
h
e
s
e
r
v
i
c
e
t
o
b
e
p
r
o
c
u
r
e
d
:

D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
o
f
O
k
a
y
a
m
a
P
r
e
f
e
c
t
u
r
a
l
P
o
l
i
c
e
I
n
t
e
g
r
a
t
e
d
I
n
f
o
-
c
o
m
m
u
n
i
c
a
t
i
o
n

I
n
f
r
a
s
t
r
u
c
t
u
r
e

(
2
)
C
o
n
t
r
a
c
t
p
e
r
i
o
d
:

F
r
o
m
a
d
a
y
o
f
c
o
n
t
r
a
c
t
c
o
n
c
l
u
s
i
o
n
,
t
h
r
o
u
g
h
3
1
M
a
r
c
h
,
2
0
2
3

(
3
)
F
u
l
f
i
l
l
m
e
n
t
p
l
a
c
e
:

S
p
e
c
i
f
i
e
d
i
n
t
h
e
b
i
d
e
x
p
l
a
n
a
t
i
o
n
f
o
r
m

(
4
)
T
i
m
e
l
i
m
i
t
f
o
r
t
e
n
d
e
r
:

４
:
0
0
P
.
M
.
2
7
J
u
l
y
,
2
0
2
2

(
5
)
C
o
n
t
a
c
t
p
o
i
n
t
f
o
r
t
h
e
n
o
t
i
c
e
:

F
i
n
a
n
c
e
S
e
c
t
i
o
n
,
O
k
a
y
a
m
a
P
r
e
f
e
c
t
u
r
a
l
P
o
l
i
c
e
H
e
a
d
q
u
a
r
t
e
r
s

２
－
４
－
６
U
c
h
i
s
a
n
g
e
,
K
i
t
a
－
k
u
,
O
k
a
y
a
m
a
－
s
h
i
,
O
k
a
y
a
m
a
－
k
e
n
,
7
0
0
－
8
5
1
2
,

J
a
p
a
n

T
e
l
e
p
h
o
n
e
:
0
8
6
－
2
3
4
－
0
1
1
0
,
E
x
t
.
2
2
4
2
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◎
岡
山
県
人
事
委
員
会
規
則
第
二
十
七
号

公
益
的
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。

令
和
四
年
六
月
十
七
日

岡
山
県
人
事
委
員
会
委
員
長

秋

山

義

信

公
益
的
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

公
益
的
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
四
年
岡
山
県
人
事
委
員
会
規
則
第
二

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
三
項
中
第
三
号
を
削
り
、
第
四
号
を
第
三
号
と
す
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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      １
 

調
達

内
容

 

(
1
)
 
調

達
件

名
 

 
 
 
岡

山
県

立
大

学
Ｃ

Ａ
Ｄ

演
習

シ
ス

テ
ム

更
新

及
び

運
用

保
守

業
務

 

(
2
)
 
調

達
物

件
の

特
質

等
 

入
札

説
明

書
及

び
岡

山
県

立
大

学
Ｃ
Ａ
Ｄ
演

習
シ
ス
テ
ム
更

新
及

び
運

用
保

守
業

務
仕

様
書
（

以

下
「

入
札

説
明

書
等

」
と

い
う

。
）

 

 
(
3
)
 
契

約
期

間
 

 
 
 
 
 
 
令

和
４

年
1
0
月

１
日

か
ら

令
和

９
年

９
月

3
0
日

ま
で

 
 

 
 
(
4
)
 
履

行
場

所
 

 
 
 

 
入

札
説

明
書

等
に

よ
る

。
 

 
 
(
5
)
 
入

札
方

法
 

入
札

金
額

は
、

本
業

務
に

必
要

な
初

期
費

用
等

一
切

の
諸

費
用

を
含

め
た

額
と

し
、

１
月

当
た

り
の

単
価

（
本

件
借

入
れ

に
係

る
物

件
を

５
年

間
借

り
受

け
る

も
の

と
し

て
算

定
し

た
リ

ー
ス

料

及
び

運
用

保
守

料
総

額
の

6
0
分

の
１

に
相

当
す

る
額

）
を

記
載

す
る

こ
と

。
な

お
、
落

札
決

定
に

当
た

っ
て

は
、
入

札
書

に
記

載
さ

れ
た

金
額

に
当

該
金

額
の

1
0
0
分

の
1
0
に

相
当

す
る

額
を

加
算

し
た

金
額

（
当

該
金

額
に

１
円

未
満

の
端

数
が

あ
る

と
き

は
、

そ
の

端
数

金
額

を
切

り
捨

て
る

も

の
と

す
る

。
）
を

も
っ

て
落

札
価

格
と

す
る

の
で

、
入

札
者

は
、
消

費
税

及
び

地
方

消
費

税
に

係
る

課
税

事
業

者
で

あ
る

か
免

税
事

業
者

で
あ

る
か

を
問

わ
ず

、
見

積
も

っ
た

契
約

金
額

の
1
1
0
分

の

1
0
0
に

相
当

す
る

金
額

を
入

札
書

に
記

載
す

る
こ

と
。

 

２
 

競
争

入
札

参
加

資
格

 

 
 
 

次
に

掲
げ

る
要

件
の

い
ず

れ
に

も
該

当
す

る
者

と
す

る
。

 

 
 
(
1
)
 
令

和
４

年
度

に
お

い
て

県
が

発
注

す
る

物
品

の
売

買
、

修
理

等
の

契
約

で
あ

っ
て

地
方

公
共

団

体
の

物
品

等
又

は
特

定
役

務
の

調
達

手
続

の
特

例
を

定
め

る
政

令
（

平
成

７
年

政
令

第
3
7
2
号

）

の
規

定
が

適
用

さ
れ

る
契

約
に

係
る

競
争

入
札

に
参

加
す

る
者

に
必

要
な

資
格

（
令

和
４

年
岡

山

県
告

示
第

3
5
号
（

物
品

の
売

買
、
修

理
等

の
契

約
に

係
る

競
争

入
札

の
参

加
資

格
、
資

格
審

査
の

申
請

手
続

等
。

以
下

「
資

格
告

示
」

と
い

う
。
）

に
定

め
る

資
格

を
い

う
。
）

を
得

て
い

る
者

で
、

岡
山

県
物

品
の

売
買

、
修

理
等

の
契

約
に

係
る

入
札

参
加

資
格

者
名

簿
の

業
務

種
目

区
分

「
大

分

類
１

 
文

具
・

事
務

用
機

器
」

の
格

付
区

分
が

Ａ
で

あ
る

も
の

で
あ

る
こ

と
。

 

 
 
(
2
)
 
こ

の
公

告
の

日
か

ら
落

札
者

が
決

定
す

る
日

ま
で

の
間

に
お

い
て

、
物

品
の

売
買

、
修

理
等

の

契
約

に
係

る
一

般
競

争
入

札
（

条
件

付
）
参

加
資

格
者

の
資

格
審

査
要

領
（

平
成

1
9
年

岡
山

県
告

示
第

3
0
6
号

）
の

規
定

に
よ

る
入

札
参

加
の

停
止

の
措

置
を

受
け

て
い

る
者

で
な

い
こ

と
。

 

 
 
(
3
)
 
こ

の
公

告
の

日
か

ら
落

札
者

が
決

定
す

る
日

ま
で

の
間

に
お

い
て

、
岡

山
県

か
ら

岡
山

県
物

品

の
売

買
、

修
理

等
の

契
約

に
係

る
入

札
参

加
除

外
等

要
領

に
基

づ
く

入
札

参
加

除
外

の
措

置
を

受

け
て

い
る

者
で

な
い

こ
と

。
 

 
 
(
4
)
 
地

方
自

治
法

施
行

令
（

昭
和

2
2
年

政
令

第
1
6
号

）
第

1
6
7
条

の
４

第
２

項
の

規
定

に
該

当
し

な
い

者
で

あ
る

こ
と

。
 

 
 
(
5
)
 
岡

山
県

建
設

工
事

等
暴

力
団

対
策

会
議

運
営

要
領

に
基

づ
く

指
名

除
外

を
受

け
て

い
る

者
で

な

い
こ

と
。

 

◎
公
立
大
学
法
人
岡
山
県
立
大
学
公
告
第
二
号 

 

政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
一
般
競
争
入
札
を
実
施

す
る
。 

 
 

令
和
四
年
六
月
十
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

公
立
大
学
法
人
岡
山
県
立
大
学
理
事
長 

 

沖 
 

 
 

 

陽 
 

子 
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(
6
)
 
民

事
再

生
法
（

平
成

1
1
年

法
律

第
2
2
5
号

）
に

基
づ

く
再

生
手

続
開

始
の

申
立

て
が

な
さ

れ
て

い
る

者
又

は
会

社
更

生
法
（

平
成

1
4
年

法
律

第
1
5
4
号

）
に

基
づ

く
更

生
手

続
開

始
の

申
立

て
が

な
さ

れ
て

い
る

者
（

再
生

手
続

開
始

の
決

定
又

は
更

生
手

続
開

始
の

決
定

を
受

け
て

い
る

者
を

除

く
。
）

で
な

い
こ

と
。

 

 
 
(
7
)
 
賃

貸
借

す
る

物
品

に
つ

い
て

、
第

三
者

か
ら

公
立

大
学

法
人

岡
山

県
立

大
学

に
貸

付
け

を
行

わ

せ
よ

う
と

す
る

者
に

あ
っ

て
は

、
当

該
第

三
者

が
岡

山
県

の
物

品
、

修
理

等
の

契
約

に
係

る
一

般

競
争

入
札
（

条
件

付
）
参

加
資

格
者

名
簿

に
登

載
さ

れ
て

お
り

、
そ

の
営

業
種

目
が

、「
大

分
類

９
 

そ
の

他
、
小

分
類

1
2
 

レ
ン

タ
ル
・

リ
ー

ス
類

」
で

あ
っ

て
、
そ

の
格

付
区

分
が

Ａ
で

あ
る

者
を

あ
ら

か
じ

め
選

定
し

て
お

く
こ

と
が

で
き

る
こ

と
。

 

３
 

入
札

手
続

等
 

 
 
(
1
)
 
契

約
条

項
を

示
す

場
所

、
入

札
説

明
書

等
の

交
付

の
場

所
及

び
問

い
合

わ
せ

先
 

 
 
 
 
 
 
 

〒
7
1
9
-
1
1
9
7
 

総
社

市
窪

木
１

１
１

 

 
 
 
 
 
 
 

公
立

大
学

法
人

岡
山

県
立

大
学

総
務

課
学

部
事

務
班

 

 
 
 
 
 
 
 

電
話

 
 

（
0
8
6
6
）

9
4
-
2
7
3
1
（

直
通

）
 

 
 
 
 
 
 
 

Ｆ
Ａ

Ｘ
 

（
0
8
6
6
）

9
4
-
2
7
3
2
 

 
 
 
 
 
 
 

電
子

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
 

k
o
u
h
e
i
_
m
a
s
u
d
a
@
a
d
.
o
k
a
-
p
u
.
a
c
.
j
p
 

 
 
(
2
)
 
入

札
説

明
書

等
の

交
付

期
間

及
び

交
付

方
法

 

 
 
ア

 
交

付
期

間
 

 
 
 
 
 
 
 
 
令

和
４

年
６

月
1
7
日

（
金

）
か

ら
同

年
７

月
1
1
日

（
月

）
ま

で
 

 
 
イ

 
交

付
方

法
 

 
 
 
 
 
 
 
 
岡

山
県

立
大

学
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
（

h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
o
k
a
-
p
u
.
a
c
.
j
p
/
i
n
d
e
x
.
p
h
p
）

に
記

載
す

る
。

 

 
 
(
3
)
 
入

札
説

明
会

 

 
 
 
 
 

開
催

し
な

い
。

 

 
 
(
4
)
 
入

札
参

加
申

出
手

続
 

 
 
 
 
 
 
入

札
参

加
を

希
望

す
る

者
は

、
一

般
競

争
入

札
（

条
件

付
）

参
加

申
出

書
を

提
出

し
な

け
れ

ば

な
ら

な
い

。
 

 
 
ア

 
提

出
期

間
 

 
 
 
 
 
 
令

和
４

年
６

月
1
7
日

（
金

）
か

ら
同

年
７

月
1
1
日

（
月

）
ま

で
（

県
の

休
日

（
岡

山
県

の

休
日

を
定

め
る

条
例

（
平

成
元

年
岡

山
県

条
例

第
２

号
）

第
１

条
第

１
項

に
規

定
す

る
県

の
休

日
を

い
う

。
）

を
除

く
。
）

の
午

前
９

時
か

ら
午

後
５

時
ま

で
 

 
 
イ

 
提

出
場

所
 

 
 
 
 
 
 
(
1
)
の

場
所

に
同

じ
。

 

 
 
ウ

 
提

出
方

法
 

 
 
 
 
 
 
持

参
又

は
郵

送
等

（
書

留
郵

便
そ

の
他

こ
れ

に
準

じ
る

方
法

に
よ

る
も

の
に

限
る

。
以

下
同

じ
。
）
な

お
、
持

参
す

る
場

合
は

、
事

前
に

(
1
)
の

場
所

に
電

話
又

は
電

子
メ

ー
ル

で
連

絡
の

上
、

提
出

日
の

予
約

を
行

う
こ

と
。

 

４
 

入
札

 

(
1
)
 
入

札
及

び
開

札
の

日
時

及
び

場
所

 

 
 
 
 
 
 
令

和
４

年
７

月
2
7
日

（
水

）
午

前
1
0
時

 

 
 
 
 
 
 
〒

7
1
9
-
1
1
9
7
 

総
社

市
窪

木
１

１
１

 

 
 
 
 
 
 
公

立
大

学
法

人
岡

山
県

立
大

学
本

部
棟

２
階

大
会

議
室

 

(
2
)
 
入

札
書

の
提

出
方

法
 

 
 
 
 

 
次

の
い

ず
れ

か
の

方
法

に
よ

る
こ

と
。

 

 
 
ア

 
持

参
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契

約
を

締
結

す
る

権
限

を
有

し
て

い
る

者
（

以
下

「
本

人
」

と
い

う
。
）

又
は

代
理

人
が

(
1
)

の
日

時
及

び
場

所
に

入
札

書
を

持
参

す
る

こ
と

。
た

だ
し

、
代

理
人

が
持

参
す

る
場

合
は

、
本

人
か

ら
の

委
任

状
を

持
参

し
、

入
札

前
に

提
出

す
る

こ
と

。
 

 
 

 
イ

 
郵

便
等

 

 
 
 
 
 
 
 

本
人

が
作

成
し

た
入

札
書

を
封

印
を

し
て

、
３

(
1
)
の

場
所

を
宛

先
と

し
た

配
達

証
明

付
き

の

書
留

郵
便

（
封

筒
を

二
重

と
し

、
外

側
の

封
筒

に
「

入
札

書
在

中
」

と
朱

書
き

し
、

内
側

の
封

筒
に

１
(
1
)
の

調
達

件
名

及
び

(
1
)
の

日
時

を
記

載
し

た
も

の
に

限
る

。
）
を

も
っ

て
令

和
４

年
７

月
2
6
日

(
火

)
の

午
後

４
時

ま
で

に
到

着
す

る
よ

う
郵

送
等

に
よ

り
提

出
す

る
こ

と
。

 

５
 

入
札

及
び

契
約

手
続

に
お

い
て

使
用

す
る

言
語

及
び

通
貨

 

 
 

日
本

語
及

び
日

本
国

通
貨

 

６
 

入
札

保
証

金
及

び
契

約
保

証
金

 

(
1
)
 
入

札
保

証
金

 

 
 
 
 
 
 
公

立
大

学
法

人
岡

山
県

立
大

学
契

約
事

務
取

扱
規

程
第

1
1
条

及
び

第
1
2
条

の
規

定
に

よ
る

。
 

 
 
(
2
)
 
契

約
保

証
金

 

 
 
 
 
 
 
公

立
大

学
法

人
岡

山
県

立
大

学
契

約
事

務
取

扱
規

程
第

4
0
条

及
び

第
4
2
条

の
規

定
に

よ
る

。
 

７
 

そ
の

他
 

 
(
1
)
 
入

札
者

に
要

求
さ

れ
る

事
項

 

 
 
 
 
 
 
３

(
4
)
の

一
般

競
争

入
札
（

条
件

付
）
参

加
申

出
書

を
提

出
し

た
者

は
、
契

約
担

当
者

か
ら

当
該

書
類

に
関

し
説

明
を

求
め

ら
れ

た
場

合
に

は
、

そ
れ

に
応

じ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

(
2
)
 
入

札
の

無
効

 

 
 
 
 
 
 
こ

の
公

告
に

示
し

た
競

争
入

札
参

加
資

格
の

な
い

者
の

し
た

入
札

、
入

札
者

に
求

め
ら

れ
る

義

務
を

履
行

し
な

か
っ

た
者

の
し

た
入

札
そ

の
他

公
立

大
学

法
人

岡
山

県
立

大
学

契
約

事
務

取
扱

規

程
第

1
7
条

各
号

に
掲

げ
る

入
札

に
係

る
入

札
書

は
、

無
効

と
す

る
。

 

(
3
)
 
契

約
書

作
成

の
要

否
 

 
 
 
 

 
要

 

(
4
)
 
落

札
者

の
決

定
方

法
 

 
 
 
 
 
 
公

立
大

学
法

人
岡

山
県

立
大

学
契

約
事

務
取

扱
規

程
第

７
条

第
１

項
の

規
定

に
よ

り
決

定
さ

れ

た
予

定
価

格
の

制
限

の
範

囲
内

で
最

低
の

価
格

を
も

っ
て

有
効

な
入

札
を

行
っ

た
者

を
落

札
者

と

す
る

。
 

(
5
)
 
そ

の
他

 

 
 
 
 

 
詳

細
は

、
入

札
説

明
書

に
よ

る
。

 

８
 

S
u
m
m
a
r
y
 

(
1
)
 
N
a
t
u
r
e
 
o
f
 
t
h
e
 
s
e
r
v
i
c
e
s
 
t
o
 
b
e
 
r
e
q
u
i
r
e
d
:
 

 
 
 
 
 
 
E
q
u
i
p
m
e
n
t
 
r
e
p
l
a
c
e
m
e
n
t
 
w
i
t
h
 
o
p
e
r
a
t
i
o
n
 
m
a
i
n
t
e
n
a
n
c
e
 
s
e
r
v
i
c
e
s
 
f
o
r
 
O
k
a
y
a
m
a
 
 
 
 

 
 
 
 
P
r
e
f
e
c
t
u
r
a
l
 
U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
 
c
a
m
p
u
s
 
c
o
m
p
u
t
e
r
 
a
i
d
e
d
 
d
e
s
i
g
n
 
l
a
b
o
r
a
t
o
r
y
.
 

(
2
)
 
S
e
r
v
i
c
e
 
p
e
r
i
o
d
 
:
 

 
 
 
 
F
r
o
m
 
O
c
t
o
b
e
r
 
1
,
 
2
0
2
2
 
t
h
r
o
u
g
h
 
S
e
p
t
e
m
b
e
r
 
3
0
,
 
2
0
2
7
 

(
3
)
 
D
a
t
e
 
a
n
d
 
p
l
a
c
e
 
o
f
 
d
e
l
i
v
e
r
y
 
:
 

 
 

 
 
 
A
s
 
s
p
e
c
i
f
i
e
d
 
b
y
 
b
i
d
 
e
x
p
l
a
n
a
t
o
r
y
 
l
e
a
f
l
e
t
 

(
4
)
 
T
i
m
e
 
l
i
m
i
t
 
f
o
r
 
t
e
n
d
e
r
 
:
 

 
 
 

 
 
J
u
l
y
 
2
7
,
 
2
0
2
2
,
 
a
t
 
1
0
:
0
0
 
A
.
M
.
 
(
b
y
 
m
a
i
l
 
4
:
0
0
 
P
.
M
.
 
J
u
l
y
 
2
6
,
 
2
0
2
2
)
 

(
5
)
 
C
o
n
t
a
c
t
 
p
o
i
n
t
 
f
o
r
 
n
o
t
i
c
e
 
:
 

 
 
 
 
 
 
G
e
n
e
r
a
l
 
A
f
f
a
i
r
s
 
D
i
v
i
s
i
o
n
,
 
O
k
a
y
a
m
a
 
P
r
e
f
e
c
t
u
r
a
l
 
U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
,
 

 
 
 
 
 
 
1
1
1
 
K
u
b
o
k
i
,
 
S
o
j
a
-
s
h
i
,
 
O
k
a
y
a
m
a
-
k
e
n
,
 
7
1
9
-
1
1
9
7
,
 
J
a
p
a
n
,
 

 
 
 
 
 
 
T
E
L
 
0
8
6
6
－

9
4
－

2
1
1
1
（

m
a
i
n
 
p
h
o
n
e
 
n
u
m
b
e
r
）
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